
２０２４年度

東海支部活動と本部/他支部の動き

東海支部 トヨタ車体 上田



4.25 東海支部 シンポジウムが開催 愛知地区担当副世話人 : トヨタ車体 上田
愛知地区行事担当会社 : トヨタ車体 筧

東海支部 ビジョンの理解 ワークショップ

本部・支部・地区の役員/幹事の垣根を越えた活発なディスカッションが行われ、
支部方針達成に向けＰＤＣＡを回す環境整備を整えることができた 赤塚支部長メッセージより



ワークショップからの支部への提案について

テーマ１

１）「今」のお客様(幹事会社、

　　地区支部の団体)のニーズは何か

２）それに対して、地区支部がやるべきことは何か

・行動計画書の作成運用 地区 研修への反映を検討

・直属上司からの評価満足度の取得 地区 研修への反映を検討

・JHS事例を増す成功事例を横展（情報発信）する仕組みや場の設定 行事企画WG 総合交流大会などの内容見直しに合わせて検討

・各地区の大会・研修会に参加させてもらい、良いところを自地区に反映できる交流の場の設定 支部・地区 既にある地区間交流派遣ルールのリマインド　【ＷＧでリマインド済】

テーマ２
１）QCサークル活動の

　　セールスポイントは何か

２）それを理解してもらうための施策は何をやるべきか

・JHS普及拡大に向けたニーズの提示 普及拡大WG、サブWG 実施の検討

・ニーズを具現化する方策検討の取りまとめ 普及拡大WG、サブWG 実施の検討

・幹事のスキルアップ（リーダーシップ

　・コミュニケーション力）

・職員のスキルアップ

・他支部との交流（フェイスブックなどのSNSの活用）

支部 今後支部として検討（全国正副幹事長会議で提案など）

（不明） ・幹事会社への勧誘への同行 支部 要望あれば出していただく

（不明） ・普及拡大するターゲットを絞る 普及拡大WG、サブWG 実施の検討

（不明） ・IT、DXを活用できる商品開発とアピール ？ ？

・研修・大会終了後の修了証の発行 ・研修・大会終了後の修了証の発行 支部・地区 既に発行している地区もあるのではないか（必要性検討要）

・各地区で使っている資料（説明用）の作成 地区 普及拡大のためのパンフレットは支部として昨年度作成済。地区ごとの特徴に

ついては各地区で作成

・支部の普及拡大W/Gにて事例収集（幹事会社・JHS企業などの改善事例集） 普及拡大WG、サブWG 実施の検討

・「交流の場」の拡大版大会の実施 行事企画WG 総合交流大会などの内容見直しに合わせて検討

・”出前研修”講師の養成とプール化 普及拡大WG、サブWG 実施の検討

・JHSに製造部門のQCサークルの進め方を当てはめようとしているので、実態を知ってもらう（例：発

表資料を製造者が作っていても製品はできていくが、JHSは自分の仕事がたまるだけ）
？ ？

・小集団活動の知名度アップとして、QCユーチューバーの検討
普及拡大WG、サブWG

今後、ホームページだけでなく、ＰＲのための媒体を検討(ex:YouTubeの活用

など）:普及拡大ＷＧの検討項目の一つ

（不明） ・地域、企業に知ってもらう活動

　⇒見に行かなくても目に飛び込んでくる宣伝広告（HP以外でyahoo、新聞、SNS　他）
普及拡大WG、サブWG

今後、ホームページだけでなく、ＰＲのための媒体を検討(ex:YouTubeの活用

など）:普及拡大ＷＧの検討項目の一つ

（不明） ・各地域、企業、大会に参加してくれる発表者の方々のモチベーションアップ、QCへの意識向上

　⇒大会（チャンピオン大会、総合・交流大会）の４県で持ち回り開催
支部

支部大会開催地については、引継ぎ、計画検討を通じて検討

テーマ３

１）「今」の幹事の本当の要望

　　(対策したい困りごと、できる

　　ようになりたいこと)は何か

２）それに対して、地区支部がやるべきことは何か

・アウトソーシングの活用 支部 現在推進中

・マニュアルの見直し 支部 現在推進中

・変えて良い部分、変えたらいけない部分の明確化 支部 上記に合わせて検討

・困った時の窓口の設定 地区 各地区で検討

・役割分担会議のスキルアップ ？ ？

・他地区との交流の場の策定　⇒年間行事に取り組む　※各地区も協力

支部

既にある地区間交流派遣ルールのリマインド（ＷＧでリマインド済）

・愛知地区の運用の検討 ？ ？

・岐阜地区の運用の検討 ？ ？

・経営層への働きかけ、標準の整備、

　行事の断捨離

・新たな支部内交流（テーマを決めて） 支部 現在、検討中（総合交流大会前日の交流の場として）

・担当行事の依頼状を地区、支部から出す 支部・地区 ⇒既に実施しているところもある。必要性検討要

・幹事業務の目的を明確にしてＦＢできる仕組みづくり 地区 ⇒幹事業務は主に地区業務であるので、各地区で検討

　支部として検討すべき項目があれば打ち上げていただく

・幹事業務（実施内容）をフィードバックできるような仕組みづくり 地区 ⇒幹事業務は主に地区業務であるので、各地区で検討

　支部として検討すべき項目があれば打ち上げていただく

・外注化による負荷低減　⇒４地区で標準化 支部・地区 推進中

・幹事としての人材育成プランを提言　⇒計画を可視化 地区 ⇒幹事業務は主に地区業務であるので、各地区で検討

　支部として検討すべき項目があれば打ち上げていただく

・幹事会社の負荷低減（発表大会・

　研修の運営・準備等）

・各地区の大会・研修会に参加させてもらい、良いところを自地区に反映できる交流の場の設定
支部

既にある地区間交流派遣ルールのリマインド（ＷＧでリマインド済）

・課題達成型、未然防止型の研修カリキュラムを構築する 支部 各地区の状況、要望を確認し、今後検討

・形式にとらわれない発表会を参考とする（北海道支部）⇒審査表彰なし（講評情報交換が主体） 行事企画WG 行事企画WGで総合交流大会などの内容見直しに合わせて検討

幹事業務効率化と

レベルアップ

３）支部地区対応案

　⇒ご担当へ支部長会社（幹事長）の対応案として

　　関係者へ確認する（対応案の実施可否の検討ではなく、

　　対応案に対する見解を求める

・人財育成

ニーズに応える

行事企画・運営 ・地区内のエリアごとに大会・研修を実施

・同業企業種の発表会

３）支部地区対応案

（不明）

・社会貢献

・企業への貢献

・新人への改善教育

・モチベーションの向上

・チームワークの向上

・問題発見、改善能力が身に付く

・大会・研修での学び

・プレゼン等のスキルアップ

・QC手法のスキルアップ

（不明）

普及拡大

（参加者、幹事会社）

３）支部地区対応案

・幹事業務の負荷を減らしたい

・新任幹事でも地区の企画・運営が

　分かるようにしてほしい

・幹事のレベルアップをさせる

・視野拡大（学習機会作り⇒知識の向上

　⇒自己成長⇒やりがいUP）

・他地区間交流

・地区備品の管理

・データ扱い方（大容量）

・上司の理解

・スキル

・４地区交流

・幹事負荷

・幹事メリット

・私たちの業務の社内外の理解

■森世話人
議論した内容を反映させ、東海支部として同じ方向に向いて進めて行きたい
■大村幹事長
方針を支部地区のWGでそれぞれ議論しているが、シンポジウムのアウトプットも
加味しながら進めていく。 (5月21日 幹事長会議にて)



7.18 東海支部 選抜大会 が開催された

愛知地区の皆様には運営面にも協力いただき
誠にありがとうございました
★２５年度は【愛知地区】が行事を担当



9/19 東海支部 チャンピオン大会×60周年記念行事

東海支部が創立６０周年、これまでの活動の振り返りと
次の時代に向けた式典を同時開催、記念誌のWEB配信



２０２４年度ＱＣサ－クル本部

第１回ＱＣサークル委員会・本部幹事会合同会議

日 時：２０２４年８月２日（金） 東海支部は森世話人が参加

◆各支部の課題と着目すべきポイント
◆２０２５年度本部方針(案)
◆・・・・



東海支部



・広く参加しやすい企画運営、ハードル下げる企画
・運営でのDX活用(負荷分散・効率化・スリム化)

北海道支部



・幹事会社減少/役員幹事の後継者不足
・個々の企業ニーズに対応した出前研修

東北支部



・県庁・工業会・経営者協会に会員加入働きかけ
・ビギナー大会の開催に向け企業訪問

東北支部(地区)



・JHS向けの改善事例の評価表見直し
・各地区困り事に対する改善提案と好事例共有

関東支部



・県の経営者協会など三位一体での改善支援
・中堅幹事を対象に各社の求める姿に到達する研修会

北陸支部



・支部・地区会議の在り方
・仲間を増やす活動、新しい時代のQCC＋AI・DXについて

九州支部



2025年度 QCサークル本部方針(案)

基本的な方針は継続、第三次産業、中小規模企業の普及拡大に反映



日科技連・本部からの期待 【22/5 in札幌】

QCサークルが誕生して60年

佐々木 理事長
日本科学技術連盟 理事長
トヨタ自動車 元副社長

モノからコトへ、主役は第三次産業へシフト
(労働人口の7割を占める)

近年のQCサークルに対する課題

(1) 発表することが重点で成績狙いのワンパターン化
賞が取れる企業とそうでないところのモチベーションの差

(2) JHSの活性化が進まない
(3) 幹事を引き受ける企業が減少

大企業の製造業中心の体制では継続困難

全国を牽引する東海支部が変革し発信してほしい

製造現場に根付き競争力・体質強化に貢献

QCサークル東海支部

・人間の能力を発揮し、無限の可能性を引き出す。
・人間性を尊重して、生きがいのある明るい職場をつくる。
・企業の体質改善・発展に寄与する。

ＱＣサークル活動の基本理念



「障子をあけてみよ 外は広いぞ」

以上
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